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  Ｍｇ よ 塩類風化 特徴～火星 岩石 割れ目 生じ   ～ 

大田区立蒲田中科学探究部火星班 檜山 翼 草間 錬(中３) 谷本 悠真 城恵 吾(中１) 

砂岩 結果 ベトナム産硬質砂岩

でも同様の実験を行い、地層に平

行な面に割れ目が形成されやすく

なることがわかった。 

石膏飽和     Mg飽和      Na 飽和   飽和    場

合、  Mg は

激しい割れ目 

生じ、  Na、

石膏、塩化 Na

 は割れ目は生

じなかっ 。 

実験開始から３か月程は、水溶液が７ｃｍ程上昇し硫酸マグネシウムの結晶が析出した。そして、１月１日（９６日経過）には表面の凹
凸が少し激しくなったように見えた。３月３日（１５７日経過）では、水溶液はほとんど上昇しなかったが、試料側面の硫酸マグネシウ
ムの析出量は増加し、小さな割れ目（幅０．５ｍｍ程長さ２ｃｍ程）が生じていた。その後１か月程で、4 月 3 日（１８８日経過）に
は、割れ目の幅は２ｍｍ程となり、２本の２ｃｍ程の割れ目に枝分かれした。さらに２週間程日数が経つと、４月１４日（１９９日経
過）では、割れ目はさらに枝分かれし幅が大きくなり、長さも増えているのが観察された。 

１か月程で、水溶液は８ｃｍ程上昇した。そして、試料の上面から側面にかけて幅１ｍｍ前後の割れ目が数本発生した。また側面には、大量
の結晶が析出し、側面は剥がれ、表面から削れるように破壊が進んだ。その後、割れ目の数は増え、幅は大きくなった。そして大量の結晶が
析出し、結晶中に多数の数ｍｍの破片が含まれていた。硫酸Ｍｇと硫酸Ｎａの２つの特徴が出ていた。そして激しく破壊した。 

  Mg 飽和 1/10    

4cm×4cm×15cm に整形した角柱の大谷石(栃

木県宇都宮市産緑色凝灰岩)を、硫酸 Mg 飽和

水溶液等)に浸し、その変化を肉眼で継続観察

し, 写真撮影をした。そして生じた破片の重

量、結晶の大きさや形を調べた。 

火星ゲールクレーターの山の中腹には。湖や河川に堆積してできたと考えられている岩石
が数多く見られる。この岩石には、平行な割れ目が生じている岩石が多い(Chipera 他，
2023)。この割れた原因については、まだわかっていない。研究の目的は、硫酸マグネシ
ウムによる塩類風化の特徴を明らかにして、この割れ目が発生した原因の一つを考察する
ことである。 

考察 科学者たちは、火星探査車の観測結果から、
過去のゲールクレーターでは硫酸マグネシウムで飽
和した塩水が地下水として移動し、蒸発した環境が
あったという仮説を立てている（Seeger and 
Grotzinger 2024）。このような環境が本当にあった
のなら、私たちの実験の結果から、ゲールクレータ
ーに存在する堆積岩の割れ目が生じた一因として、
硫酸マグネシウムの塩類風化が、関わっている可能
性はあると考える。 
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